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2代目でも命がけで

社会福祉法人東京光の家理事長 田中 亮治

私がこの道に入ったのは昭禾［）33年 4月ですか ら、 もう、かれこれ

30年になります。30年前における日本の社会福祉の状況は 、今と比

較すれば雲泥の差があり 、戦後復興期の緒ともいうべき＂ 荻＂の時

代だったようです。この年、わが東京光の家は杉並区から現在の日

野市に移転した時で、私の盲人福祉との歩みも ここか ら始まっ たの

です。当時私は、学校の教員をしており、たまたま同じ学校に奉職

していた 今の妻と結婚したのが昭和32年 5月でした。 この家内が東

京光の家の創立者である秋元梅吉の娘だ った訳です。私は もともと

師範学校の出身であり 、結婚 した 当時は社会福祉の道に進むこ とな

ど全く考えて もみま せんでした。多分、自分の生涯は教職を もっ て

終わるであろうと、漠然とではあったが、そんな気持ちでした。た

だ家内だけは、 結婚 と同時に教師をやめ、父親の手伝いをするため

東京光の家で働くようになったのです。 こんな次第で、 結婚以来私

は何かと東京光の家に足を連ぶようになり、岳父であ る盲目の人秋

元梅吉に触れることが多く なりました。又、東京光の家の事業実態

も少しずつ分かるようになったのです。当時、救詭施設となってい

た東京光の家は、経営的にも苦しく、 建物規模も貧弱そのもの でし

た。まさに、社会の片隅で陽の当たらない仕事をしている、といっ

た感じでした。私には、社会福祉というものは、人のためとは言っ

ても何と大変な苦労を負 うも のだなあ、と 感 じられたも のです。

そうこうするうちに、私の心にも一つの変化が起き始めたのです。

家内が苦労しながら頑張っていることや、目の不自由な岳父が、す

べてを投げうって同じ盲目の人々のために尽くしている姿を何回も

見ているうちに、自分だけは学校の教員 としてのんびりしていて、

いいのかなあという焦りのような気持ち にさせ られたのです。私の
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胸中はいささか複雑なものでしたが、教職を続けるぺきか否かとそ

れなりに悩みました。結局は 、東京光の家が日野市に移るこ とに合

わせて、私も思い切って教職をやめ 、何にも分からない盲人福祉の

世界に飛び込んだのです。当時の心境を少々大袈裟に言えば、泳ぎ

の出来ない人が、 「目をつぶ って海にダイビングした」ようなもの

でした。

さて、主題にどう答えてよいのか、その言葉がありません。とい

うのは、私には大それた使命感もなく、特別な理由もなかったから

です。何となく「お手伝いしなければ」という程度に過ぎなかった

のです。 ところで、良く考えてみれば、2代目というのは大体そん

な精神的状態で継ぐのが多いのではないでしょうか。だから 、初代

の強烈な使命感 と比較されたり すると、大 きな負担を感 じると思い

ます。しかし大事なことは、この仕事を先ず引き継いだということ

ではないでしょうか。動機はどうであれ、現実に引き継いだ仕事に

誠実をもっ て打ち込んでいるかどうかが重要であると思います。よ

く「 2代目は駄目にする」と言われるが、福祉事業の場合は違うよ

うな気がします。というのは、経済的にも組織的にも整えられた事

業を 引き継ぐのであれば、それを食い沿すということもあり得るが、

これまでの状態は、食い消す物さえもない事業を継ぐようなものだ

ったからです。私なども、 最初の仕事は食い潰すどころか、借金返

済のため走りまわることか主だったのです。

それでも現在は、福祉の制度もようやく向上し、かなり恵まれた

状況にあります。 しかし、いつの時代でも福祉事業には苦難がつき

ものです。命がけでないと 事業運営などできません。世が変り、人

が変っても福祉事業は永く辿るはずです。今後この世界で生きる人

は、その動機は何であっても、一旦入ったからにはその社会的使命

を強く自覚され、創立者の情熱の灯を絶やすことなく、更にその上

を目ざしてほしいものです。 これは、私自身に対する自戒の言葉で

もあります。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

先人が生みいだ し、 育てあげたさまざまな形での業組を、さらに

充実発展させた形で後世へ伝える、そうした努力の積み重ねが人類

の精神史、文化史を形造っているのだと した ら、本号で企画 した私

たちの特集 は、日本盲界文化史の上で、間迩えようのない確かな一

つの意味を持つものと確信 します。 それにしても、初代の 偉業をそ

の肩に受け継いだ若き 2代目 、 3代目は 、今何にあこがれ、何を夢

見、また、何を目指して自らの未来 を模索していることでしょう 。

私は、今回の特集 に執筆 して いただいた方々の語る一語ー語に、

いつか胸の痛くなる想いを禁じえませんでした。明日の盲界はきっ

とすてきな ものになる 、その確かな手応えを、私は彼らの言葉の端

々から受け留め得たような気がしてなりません。 そ して、そ のよく

なるであろう明日の盲界のために 、 われわれもまた彼ら と歩を合わ

せて、前進への歩みを続けねばと心に菩 うのです。 （岩山光男）
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